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触媒畳の少ないNo. 9,● 10でも反応率は約2%の差であり,反応ガス分圧の影響は極めて小さ

い.
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第1表　反応ガス分圧及び触媒量.と反応車と.の関係
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次に触媒量の影響であるが, No･ 1, No･ 3とNo･ 14, No･15とを比較するとW/Fは0･.313,

0･166と後者は前者の約半分になっているから,単位量の触媒に対してほ反応ガスの.WL.量は二倍

になっている.然し反応率の違いは, H2S20%のNo･1とNo･14では.3%弱であり, H2S

10%のN0. 3　と　No. 15では3%強であって,流量が例え二倍位になっても反応率は余り変

化b.ミない･　　　　　　　　　ー

更に同一のW/F,即ち単位触媒量当りの反応ガスの接触時間が等しいときの反応率を較べて

みる. No. 7, N0. 8はW/F-0,209, No. 12, No. 13はW/F-0.207とはゞ等しいが,反応率

の差はH2S20%のN0.7とNo. 12では約1%である二　又,横型反応管を用いたNo. 16と

竪型反応管のN0. 1はW/Fがほゞ同じであるが反応率には約2%の差がある･.これは前に述

べた反応ガス分圧或は流量を変えた場合と同程度の差であり注意する必要がある.一般にW/F

が同じであり乍ら反応管の形状,触媒の充填量等で反応率に相違を与えるのは拡散効果のある場

合であって,このH2SとS02との触媒反応でも以上の如くかなりの拡散効果がみられるから,

反応装置設計の際には考慮されなければならない.
I(2)ボーキサイト,活性炭,シリカゲル触媒の場合

これらの触媒を使用したとき,温度,ガス流量,ガス分圧の反応率に及ぼす影響は活性アルミ

ナの場合と同じゼあった.第2表にはH2S 20%, SO皇 lo財, 3010oCで行った実験の結果を示した.

ボーキサイト,活性炭は活性アルミナと同じく少量で良好な反応率を得ることが出来,触媒と

して優れている.シリカゲルはこれに較べて著しく劣ってい去.

異った種類の触媒の触媒能は簡単には比較出来ないが,同一ゐ反応条件,同一の反応率で,触

媒の重量を基準にする場合,表面積或は容積を基準にする場合等がある･こゝでは触媒の大きさ,

形状等かなり違うので一応表面積を基準として触媒能を比較してみる･
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300oC･ H2S ‥ SO2ー: N2-50 : 25 : 175(cc/min)で反辱率が94%となるときの各触媒の表面積

第2表　ボーキサイ~ト,活性炭,シ1)カゲル触媒　　　　　　　　　　.

温　度　　　　300oC

反応ガス分圧　H2S 20%, SO2王0%
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･ (代数学的)を計算すると　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

~'活性アルミナ･'第1表N9.4

表面積-1.98 cm2 ×53(価) -104.9 cni2
ヽ

ポ｢キサイト:第2表No.2

平均粒径0.4cm,形状係数　Qsは一応0.6と仮定すると

表面積-47T(Dp/2)2Qs x (個数)

-0.836 cm2 × 199(価) -166 cm2

活性炭:第2表No.3

表面積-0.992 cm2 ×204(個) -202 cm2

活性アルミナの触媒能を1とすれば,ボーキサイトは105ノ166幸0.6,活性炭は105ノ202幸0.5と

なり,何れも活性アルミナに較べて半分位の触媒能しかないことになる.

実際には有効接触面#,細孔内反応,拡散効果等を考えなければならないから代数学的な表面

積での比較は厳密セほない･然し上の三つの触媒については表面環を基準にすれば次のように云

って間違いないであろう.

活性アルミナ>ボーキサイト,活性炭

(3)反応装置の計算

活性アルミナを触媒とし, 1日1トンの硫黄を得るのに必要な触媒量を計算すると, H2S IO･･

%, SO皇 5%のとき, W/F-0.237,反応率96.5%ならば

必要触媒量: 94kg, 1231

となる･これは,これ迄文献に記載されているものよりずつと少ない量である.

更に未反応のH2S, S02を回収するには,生成した硫黄蒸気を凝縮させて取除いた後200℃･

前後の第二の反応管に導いて反応させる･こゝでは生成硫黄は触媒上に附着するので一定時間毎

に昇温,除去しなければならない.

4.総　　　　　括

SO2ガスとH2Sガスを反応させて単体の硫黄を得る方法につき,活性アルミナ,ボーキサイ

ト,活性炭及びシリカゲルを触媒として使用し,･温度,ガス流量,触媒量等を検討した.

反応は極めて迅速に起り300oCでは触媒は劣化せず少量の触媒で容易に96%以上の収率を･

上げることが出来る･このとき反応mol比より過剰にH2S或はS02があっても反応率は高く.

なる･反応ガス分圧及びガス流量は反応率に余り大きな影響を与えない.

触媒能は表面積を基準にすれば

活性アルミナ>ボーキサイト,活性炭

で,シリカゲルはこれ等に較べて著しく劣る.
＼


